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近
年
の
『
史
学
』
日
本
史
学
関
係
論
文
の
特
徴

）

一
一
三　
（

一
、
日
本
史
学
専
攻
の
歴
史

　

慶
應
義
塾
の
日
本
史
学
専
攻
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
簡
単
に
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、
慶
應
義
塾
は
大
学
部
を
設
置
し
、

同
年
か
ら
文
学
科
に
お
い
て
「
歴
史
」
の
講
義
が
開
始
さ
れ
た
。

日
本
史
学
専
攻
は
こ
の
講
義
を
嚆
矢
と
し
、
以
後
一
三
〇
年
以
上

の
伝
統
を
有
し
て
い
る
。
当
時
の
文
学
科
設
置
の
「
歴
史
」
は
プ

ロ
イ
セ
ン
出
身
の
お
雇
い
外
国
人
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ー
ス

Ludw
ig Riess

（
一
八
六
一
～
一
九
二
八
）
が
担
当
し
て
い
た
。

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て
リ
ー
ス
の
薫

陶
を
受
け
た
田
中
萃
一
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
二
三
）
が
慶
應
義

塾
の
専
任
教
員
と
し
て
「
国
史
」
を
初
め
て
担
当
し
た
。

　

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
文
学
科
は
文
学
・
哲
学
・
史
学

の
三
学
科
へ
と
分
化
し
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
国
史
学

科
が
設
け
ら
れ
、
日
本
の
古
代
史
・
中
世
史
・
近
世
史
の
研
究
と

教
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年

に
文
学
部
史
学
科
国
史
学
専
攻
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
帝

国
大
学
に
お
い
て
リ
ー
ス
の
教
え
を
受
け
た
幸
田
成
友
（
一
八
七

三
～
一
九
五
四
）
が
慶
應
義
塾
に
お
い
て
対
外
関
係
史
を
教
授
し

て
い
た
が
、
東
京
商
科
大
学
教
授
を
退
官
後
、
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
か
ら
は
慶
應
義
塾
大
学
教
授
と
し
て
研
究
と
教
育
に
当

た
っ
て
い
る
。

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
新
制
大
学
が
発
足
し
た
後
も
、

本
専
攻
は
国
史
学
専
攻
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
一
九
七
九
（
昭

和
五
四
）
年
に
民
族
学
考
古
学
専
攻
が
創
設
さ
れ
る
と
、
日
本
考

古
学
を
専
門
と
す
る
教
員
は
同
専
攻
に
移
籍
し
た
。
一
九
八
一

（
昭
和
五
六
）
年
、
そ
れ
ま
で
本
専
攻
に
お
け
る
研
究
と
教
育
の

一
一
三

浅

見

雅

一

近
年
の
『
史
学
』
日
本
史
学
関
係
論
文
の
特
徴

二
〇
二
一
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望
」



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
一
四　
（

対
象
は
幕
末
維
新
期
ま
で
の
い
わ
ば
前
近
代
史
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
近
代
史
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
、
国
史
学
専
攻
か
ら
日
本
史
学
専
攻
へ
と
改
称
し
た
。

　

慶
應
義
塾
に
お
い
て
日
本
史
学
を
講
じ
た
の
は
、
ふ
る
く
は
田

中
萃
一
郎
（
東
洋
史
）、
幸
田
成
友
（
近
世
史
）
が
い
る
。
非
常

勤
講
師
と
し
て
、
山
路
愛
山
（
中
近
世
史
）
が
教
鞭
を
執
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
伊
木
壽
一
（
古
文
書
学
）

は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
記
録
を
持
つ
。

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
吉
田
小
五
郎
（
キ
リ
シ
タ
ン
史
）
も
出
講
し
、

後
進
の
育
成
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
西
岡
秀
雄
（
歴
史
地

理
学
）、
中
井
信
彦
（
近
世
史
）、
今
宮
新
（
古
代
史
）、
清
水
潤

三
（
考
古
学
）、
鈴
木
公
雄
（
考
古
学
）、
村
山
光
一
（
古
代
史
）、

河
北
展
生
（
幕
末
維
新
史
）
が
続
い
て
い
る
。

　

一
九
九
一
年
時
点
の
教
員
は
、
志
水
正
司
（
古
代
史
）、
三
宅

和
朗
（
古
代
史
）、
高
橋
正
彦
（
中
世
史
）、
高
瀬
弘
一
郎
（
キ
リ

シ
タ
ン
史
）、
田
代
和
生
（
近
世
史
）、
坂
井
達
朗
（
近
代
史
）、

柳
田
利
夫
（
近
代
史
）
の
七
名
で
あ
っ
た
。
一
九
九
七
年
に
長
谷

山
彰
（
古
代
史
）
が
加
わ
り
、
二
〇
一
四
年
ま
で
在
籍
し
て
い
た
。

塾
内
の
一
貫
校
か
ら
は
志
木
高
校
の
松
崎
欣
一
（
近
代
史
）
が
出

講
し
て
お
り
、
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
直
子
（
近
代
史
）
も
、

日
本
史
を
講
じ
て
い
る
。
現
在
の
教
員
は
、
十
川
陽
一
（
古
代

史
）、
藤
本
誠
（
古
代
史
）、
中
島
圭
一
（
中
世
史
）、
浅
見
雅
一

（
キ
リ
シ
タ
ン
史
）、
上
野
大
輔
（
近
世
史
）、
井
奥
成
彦
（
近
代

史
）、
前
田
廉
孝
（
近
代
史
）
の
七
名
で
あ
る
（
以
上
、
敬
称
略
）。

こ
の
他
に
、
外
部
の
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
お
招
き
し
た
多
数
の

非
常
勤
講
師
の
先
生
方
が
教
育
に
当
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
日
本
史
学
専
攻
の
教
員
は
合
計
で
七
名
で
あ
り
、
そ
の

専
門
分
野
は
古
代
史
二
名
、
中
世
史
一
名
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
一
名
、

近
世
史
一
名
、
近
代
史
二
名
で
あ
る
。
古
代
史
か
ら
近
代
史
ま
で

の
教
員
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
時
代
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。『
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
史
関

係
の
諸
論
文
は
、
本
専
攻
の
卒
業
生
や
関
係
者
の
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
文
は
、
専
任
教
員
が
必
ず
し
も
執
筆
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
他
の
学
会
誌
な
ど
に
寄
稿
す

る
か
ら
で
も
あ
る
。
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
塾
内
の
機
関
や
一

貫
校
の
教
員
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。

二
、『
史
学
』
掲
載
の
日
本
史
関
係
論
文

　
『
史
学
』
に
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
間
に

合
計
一
五
七
本
の
日
本
史
学
関
係
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
論
文
の
傾
向
を
見
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
一
五
七
本
の
掲
載
論
文
を
時
代
別
に
区
分
す
る
な
ら
ば
、

一
一
四



近
年
の
『
史
学
』
日
本
史
学
関
係
論
文
の
特
徴

）

一
一
五　
（
一
一
五

古
代
三
〇
本
、
中
世
四
八
本
、
近
世
四
〇
本
、
近
代
三
三
本
、
そ

の
他
五
本
と
な
る
。
そ
の
他
に
は
古
文
書
室
に
関
す
る
論
文
な
ど

特
定
の
時
代
を
対
象
と
し
な
い
論
文
を
分
類
し
た
。
論
文
一
五
七

本
を
分
野
別
に
区
分
す
る
と
、
サ
ー
ベ
イ
（
調
査
記
録
）
四
本
、

史
料
論
二
一
本
、
政
治
・
外
交
史
五
三
本
、
経
済
・
経
営
史
二
二

本
、
社
会
・
文
化
史
二
〇
本
、
宗
教
史
三
六
本
、
そ
の
他
一
本
と

な
る
。
時
代
別
・
分
野
別
と
も
に
分
類
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
対

象
地
域
に
つ
い
て
は
地
域
的
に
も
日
本
の
み
な
ら
ず
他
地
域
の
論

文
内
容
と
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
外
交
・
対
外
関
係
な
ど

は
関
係
地
域
の
論
文
と
し
て
数
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
分

類
上
の
対
象
地
域
が
複
数
に
な
る
。
そ
の
他
に
は
、
当
該
の
六
項

⽬
に
は
分
類
で
き
な
い
論
文
を
含
め
た
。

　

日
本
史
関
係
論
文
は
、
過
去
三
〇
年
間
の
年
平
均
掲
載
本
数
は

五
・
二
本
で
あ
る
。
年
度
に
よ
り
若
干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
『
史
学
』
に
日
本
史
関
係
論
文
は
掲
載
さ
れ
て

き
た
。
た
だ
し
、
近
年
は
国
内
外
に
お
け
る
学
術
誌
の
充
実
化
に

よ
っ
て
媒
体
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
代

後
半
は
年
間
掲
載
本
数
が
五
・
二
本
を
下
回
っ
て
い
る
。
時
代
別

に
見
る
な
ら
ば
、
過
去
三
〇
年
間
の
平
均
で
は
、
古
代
一
九
％
、

中
世
三
一
％
、
近
世
二
六
％
、
近
代
二
一
％
、
そ
の
他
三
％
で
あ

り
、
直
近
一
〇
年
間
（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
二
〇
年
）
の
平
均
で

は
、
古
代
一
三
％
、
中
世
三
二
％
、
近
世
二
一
％
、
近
代
二
五
％
、

そ
の
他
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
掲
載
論
文
の
時
代
ご
と
の
構
成
⽐

率
は
二
五
％
（
一
／
四
）
に
近
似
し
て
お
り
、
過
去
三
〇
年
間
に

お
い
て
時
代
ご
と
の
構
成
⽐
率
の
顕
著
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
各
時
代
の
論
文
が
お
お
む
ね
バ
ラ
ン
ス
よ
く
掲
載
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
グ
ラ
フ
①
）。

　

掲
載
論
文
を
テ
ー
マ
別
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
過
去
三
〇
年
間

の
平
均
で
は
サ
ー
ベ
イ
（
調
査
記
録
）
三
％
、
史
料
論
一
三
％
、

政
治
・
外
交
史
三
四
％
、
経
済
・
経
営
史
一
四
％
、
社
会
・
文
化

史
一
三
％
、
宗
教
史
二
三
％
、
そ
の
他
一
％
で
あ
り
、
政
治
・
外

交
史
と
宗
教
史
の
⽐
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
傾
向
は
一

九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
同
期
間
の
平

均
で
は
サ
ー
ベ
イ
六
％
、
史
料
論
五
％
、
政
治
・
外
交
史
四
二
％
、

経
済
・
経
営
史
五
％
、
社
会
・
文
化
史
八
％
、
宗
教
史
三
三
％
、

そ
の
他
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
に

お
い
て
は
政
治
・
外
交
史
と
宗
教
史
の
二
分
野
で
『
史
学
』
掲
載

の
日
本
史
関
係
論
文
の
三
／
四
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
グ

ラ
フ
②
）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
分
類
の
傾
向
に
は
近
年
は
変
化
が

見
ら
れ
る
。
直
近
一
〇
年
間
（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
二
〇
年
）
の
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近
年
の
『
史
学
』
日
本
史
学
関
係
論
文
の
特
徴

）

一
一
七　
（

平
均
は
サ
ー
ベ
イ
（
調
査
記
録
）
〇
％
、
史
料
論
二
八
％
、
政

治
・
外
交
史
二
一
％
、
経
済
・
経
営
史
二
一
％
、
社
会
・
文
化
史

一
五
％
、
宗
教
史
一
五
％
、
そ
の
他
〇
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
〇

年
間
で
、
政
治
・
外
交
史
と
宗
教
史
の
⽐
率
が
低
下
し
、
史
料
論
、

経
済
・
経
営
史
、
社
会
・
文
化
史
の
⽐
率
が
上
昇
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
サ
ー
ベ
イ
に
関
し
て
は
、
当
該
分
類
に
含
ま
れ
る

論
文
は
一
九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇
年
に
多
い
が
、
直
接
取
り
上
げ

た
も
の
が
以
後
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
各
分
野
の
構
成
⽐

率
は
い
ず
れ
も
三
〇
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
各
分
野
の
論
文
が
お

お
む
ね
バ
ラ
ン
ス
よ
く
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。三

、
対
象
と
す
る
時
代
の
傾
向

　

日
本
史
学
専
攻
の
伝
統
的
分
野
と
し
て
は
、
古
代
史
で
は
土
地

制
度
や
法
制
史
が
あ
る
。
中
世
史
で
は
古
文
書
学
、
近
世
史
で
は

近
世
対
外
関
係
史
、
と
り
わ
け
キ
リ
シ
タ
ン
史
、
近
代
史
で
は
福

沢
諭
吉
研
究
な
ど
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
教
員
数
の
拡
充
に

と
も
な
い
、『
史
学
』
に
は
時
代
的
に
幅
広
い
論
文
が
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
一
年
以
降
の
『
史
学
』
掲
載
の
日
本
史
学
関
係
論
文
の

傾
向
を
時
代
ご
と
に
見
て
い
き
た
い
。

　

古
代
史
に
つ
い
て
は
、
掲
載
論
文
の
論
点
は
多
様
で
あ
り
、
律

令
・
都
城
・
儀
礼
・
信
仰
な
ど
を
軸
に
多
角
的
視
点
か
ら
の
研
究

が
深
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
研
究
視
点
は
、
古
代
史
学
界
全

般
の
傾
向
と
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
三
田
史
学
会
と
い
う

一
学
会
に
お
い
て
多
様
な
研
究
者
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
三
田
史
学
会
が
先
端
の
議
論
の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
独

自
の
論
点
を
提
示
し
て
き
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
即
位
儀
礼
・
裁
判
制
度
・
神
祇
祭
祀
な
ど

の
側
面
か
ら
、
直
接
的
に
律
令
国
家
の
特
質
を
論
じ
た
論
考
が
多

く
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
は
そ
の
流
れ
を
継
承
し
つ
つ
も
、
基

層
信
仰
や
地
域
史
や
思
想
史
な
ど
幅
広
い
分
野
を
含
む
よ
う
に
な

っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
向
の
中
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
、
奈
良
文

化
財
研
究
所
所
長
（
当
時
）
の
田
辺
征
夫
氏
を
招
い
て
講
演
会

「
平
城
京
を
語
る
」
を
開
催
し
た
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
、

名
誉
教
授
の
三
宅
和
朗
氏
お
よ
び
山
形
大
学
教
授
の
大
喜
直
彦
氏

を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
間
の
心
性
・
身
体
性
の
歴
史
を
考

え
る
―
古
代
・
中
世
を
中
心
と
し
て
」
を
開
催
し
、
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
記
録
が
『
史
学
』
第
八
九
巻
一
・
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
史
研
究
を
考
古
学
的
成
果
や
心
性
史
の
分
野

な
ど
に
も
広
く
⽬
配
り
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的
に
進
め
て
き
た
。

一
一
七
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中
世
史
に
つ
い
て
は
、
名
誉
教
授
の
高
橋
正
彦
氏
の
影
響
で
古

文
書
学
に
関
わ
る
論
文
が
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
を
中
心
に
⽐
較
的

⽬
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
、
古
文
書
学
の
研
究
を

基
調
と
し
な
が
ら
も
対
象
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
特
定
の
分
野
に
偏

る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
傾
向
が
発
展
的
に
解

消
し
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　

近
世
史
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
国
際
関
係
と
近
世
日
本
の
成
立
」
が
『
史
学
』
第
六
〇
巻

四
号
に
特
集
号
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
近
世
対

外
関
係
史
の
成
果
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
論
文
三
二
本
件
、

講
演
記
録
一
本
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
一
本
、
書
評
五
本
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
成
果
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
名

誉
教
授
の
高
瀬
弘
一
郎
氏
、
同
じ
く
田
代
和
生
氏
が
貢
献
し
て
お

り
、
近
世
史
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。

　

日
本
史
学
専
攻
の
教
員
は
、
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
所
蔵
す
る
相
良
家
文
書
や
対
馬
宗
家
文
書
な
ど
の
史
料
の

調
査
・
研
究
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
古
文
書
室
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
二
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
「
慶
應
義
塾
の
古
文
書
―
―

文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
史
料
を
中
心
に
」
が
『
史
学
』
第
八
一
巻

第
一
・
二
号
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
史
料
紹
介

「
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
の
中
世
文
書
」
が
『
史
学
』
第
八
五
巻

第
一
～
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
所
蔵
の
古
文
書
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
江
戸
幕
府
や
藩
に
関
す
る
成
果
も
見
ら
れ
る
他
、
寺
社
参

詣
・
由
緒
論
・
仏
教
に
関
す
る
文
化
史
・
社
会
史
的
成
果
も
散
見

さ
れ
る
。

　

近
代
史
に
つ
い
て
は
、
政
治
史
お
よ
び
外
交
史
の
分
野
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
経
済
・
経
営
史
が
著
し
い
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
特
筆
で
き
る
。
近
代
史
の
論
文
三
三
本
の
内
、
実
に
一
四
本
が

経
済
・
経
営
史
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
の
九
本
が
二
〇

一
一
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
約
三
〇

年
間
で
掲
載
論
文
の
分
野
別
傾
向
は
変
化
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
一
九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇
年
は
サ
ー
ベ
イ
、
社
会
・
文
化
史
、

政
治
・
外
交
史
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年

～
二
〇
一
〇
年
に
は
サ
ー
ベ
イ
が
消
滅
し
、
社
会
・
文
化
史
と
経

済
・
経
営
史
が
増
加
し
た
。
当
該
期
に
は
社
会
・
文
化
史
が
掲
載

論
文
の
半
分
を
占
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
～
二
〇
二

〇
年
に
は
経
済
・
経
営
史
が
急
増
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
社

会
・
文
化
史
は
二
〇
％
を
下
回
り
、
政
治
・
外
交
史
は
一
〇
％
未

満
ま
で
低
下
し
た
。
以
上
よ
り
過
去
三
〇
年
間
で
経
済
・
経
営
史

の
増
加
と
政
治
・
外
交
史
の
減
少
が
継
続
的
に
生
じ
、
直
近
の
一

〇
年
間
で
は
社
会
・
文
化
史
の
減
少
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

一
一
八
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経
済
・
経
営
史
が
七
七
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
史
に
お
け
る
以
上
の
変
化
は
日
本
史
学
専
攻
の
日
本
近
代

史
担
当
教
員
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
社
会
経
済
史
が
専
門
の
井

奥
成
彦
が
着
任
し
、
二
〇
一
八
年
に
経
済
・
経
営
史
が
専
門
の
前

田
廉
孝
が
着
任
し
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
が
、
国
際
的
な
歴
史
研

究
の
潮
流
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

前
田
（
二
〇
二
一
年
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ

タ
ー
のJournal Citation Reports in 2019

に
よ
れ
ば
、H

is-
tory

とH
istory of Social Sciences

で
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
（
Ｉ
Ｆ
）
一
・
〇
〇
以
上
の
上
位
一
三
誌
の
う
ち
七
誌
を
経

済
史
・
経
営
史
が
占
め
て
い
る
（
※
前
田
廉
孝
（
二
〇
二
一
年
）

「「
財
政
専
売
」
の
時
代
：
近
代
日
本
の
食
塩
・
塩
専
売
制
度
と
経

済
学
」『
日
本
海
水
学
会
誌
』
七
五
、
四
六
～
四
八
頁
）。
従
来
は

国
際
的
に
も
歴
史
学
研
究
で
政
治
・
外
交
史
は
主
要
な
研
究
分
野

で
あ
っ
た
が
、
上
記
のJCR in 2019

の
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
で
政
治
・
外
交
史
の
最
高
順
位
はN

ations 
and N

ationalism

の
一
六
位
に
過
ぎ
ず
、
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
は
〇
・
九
一
三
と
一
・
〇
〇
を
超
え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現

在
は
国
際
学
術
誌
で
も
政
治
・
外
交
史
の
分
野
で
イ
ン
パ
ク
ト
フ

ァ
ク
タ
ー
が
一
・
〇
〇
を
超
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ひ
と
つ
も
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、『
史
学
』
掲
載
の
日
本
史
関
係
論
文
の
傾
向
と
し

て
は
、
日
本
史
学
界
の
全
般
的
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
慶
應
義

塾
の
教
員
の
特
質
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
史
学

界
の
全
般
的
傾
向
が
色
濃
く
表
れ
る
必
要
は
な
い
だ
け
に
、
全
般

的
傾
向
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
状
況
が
『
史
学
』
と
し
て
の
特
色
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
田
史
学
会
と
い
う
大
学
に
事
務
局
が
置
か

れ
て
い
る
一
学
会
と
し
て
は
、
予
想
さ
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
と
も

言
え
る
。

四
、
そ
の
他
の
特
徴

　

以
上
で
述
べ
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

三
田
史
学
会
は
、
慶
應
義
塾
を
中
心
と
し
て
卒
業
生
な
ど
を
含

む
歴
史
学
会
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
塾
外
の
入
会
者
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
の
歴
史
学
の
特
色
を
維

持
し
つ
つ
、
外
部
の
方
々
か
ら
の
刺
激
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

慶
應
義
塾
の
文
学
部
以
外
の
専
門
家
や
義
塾
に
出
講
し
て
下
さ
っ

て
い
る
他
大
学
の
先
生
方
に
も
入
会
し
て
頂
く
こ
と
も
望
ま
し
い

で
あ
ろ
う
。

　

日
本
史
学
関
係
論
文
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
学
専
攻
の
教
員
の

執
筆
が
全
体
の
傾
向
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
論
文
の
最
多
掲
載

者
は
名
誉
教
授
の
高
瀬
弘
一
郎
氏
で
あ
り
、
論
文
一
七
本
、
講
演

一
一
九
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記
録
一
本
、
書
評
一
本
で
合
計
一
九
本
に
な
る
。
お
ひ
と
り
で
日

本
史
学
関
連
論
文
の
実
に
一
割
を
超
え
る
本
数
を
執
筆
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
日
本
史
学
分
野
の
み
な
ら
ず
、『
史
学
』
掲
載
論

文
の
全
体
を
通
し
て
も
、
高
瀬
氏
が
論
文
の
最
多
執
筆
者
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
史
関
係
論
文
で
は
、
次
い
で
多
い
の
が
名
誉
教
授

の
田
代
和
生
氏
が
論
文
六
本
と
講
演
要
旨
二
本
、
同
じ
く
柳
田
利

夫
氏
の
論
文
六
本
、
同
じ
く
三
宅
和
朗
氏
の
論
文
五
本
と
書
評
一

本
で
あ
る
。
日
本
史
関
係
の
論
文
執
筆
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
学

専
攻
の
教
員
が
こ
れ
ま
で
に
か
な
り
の
部
分
を
支
え
て
い
た
と
言

え
よ
う
。

　
『
史
学
』
の
「
彙
報
」
に
は
、
博
士
学
位
請
求
論
文
の
審
査
要

旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
史
学
分
野
で
は
、
こ
の
間
、
博
士

学
位
請
求
論
文
に
対
し
て
は
一
五
件
が
博
士
（
史
学
）
を
授
与
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
数
は
課
程
博
士
と
論
文
博
士
を
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
時
代
別
の
内
訳
は
、
古
代
四
件
、
中
世
八
件
、

近
世
一
件
、
近
代
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
申
請
者
は
い
ず
れ
も
慶

應
義
塾
の
出
身
者
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
書
評
は
一
一
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

一
〇
本
が
一
九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇
年
に
集
中
し
て
い
る
。
三
田

史
学
会
会
員
が
専
門
分
野
に
関
す
る
書
評
を
執
筆
す
る
だ
け
で
な

く
、
会
員
の
著
書
が
会
員
や
場
合
に
よ
っ
て
は
会
員
外
の
研
究
者

に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
史
学
専
攻
は
、
こ
れ
ま
で
古
文
書
室
の
運
営
に
も
協
力
し

て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
史
学
』
掲
載
の
日
本
史
関
係
論
文

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
、
当
時
、

経
済
学
部
教
授
で
あ
っ
た
野
村
兼
太
郎
氏
が
収
集
し
た
古
文
書
を

保
管
・
整
理
す
る
た
め
に
古
文
書
室
が
創
設
さ
れ
、
二
〇
〇
九

（
平
成
二
一
）
年
よ
り
「
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
」
と

な
っ
た
。
古
文
書
室
で
は
、
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
古
文
書
室
と
所
蔵
史
料
の
紹
介
、
検
索
シ
ス
テ
ム
の
提

供
、
史
料
の
画
像
公
開
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
室
は

日
本
史
学
専
攻
の
み
が
運
営
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
施
設
を
学
内
に
維
持
す
る
こ
と
は
大
き
な
利
点
で
あ
る
。
毎
年
、

史
料
展
示
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
所
蔵
史
料
に
よ
る
研

究
・
教
育
も
行
な
っ
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
）。
こ
う
し
た
活

動
は
、
慶
應
義
塾
に
お
け
る
日
本
史
の
研
究
・
教
育
の
特
色
を
表

す
も
の
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
日
本
史
学
専
攻
の
教
員
か
ら
の
協
力
を
得
て
纏

め
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
前
田
廉
孝
氏
か
ら
は
デ
ー
タ

処
理
と
分
析
を
担
当
し
て
頂
い
た
。

一
二
〇


